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◇特集/技術解説・□□□□■◇

　前号に引き続き「非開削のススメ・

続編」です。

　今回は，“安全”というキーワード

からです。

　公共工事の至上命題は“安全”で

す。街中の道路上で行われる土木工事

では，その“安全”は，3つの視点か

ら評価されます。

　第一に，工事そのものの安全です。

その工事に起因して，周辺の構造物や

他の地下埋設物に被害があってはな

りません。開削工事の場合，とにかく

大量の土砂を掘削します。それには強

固な土留材を打ち込み，頑丈な支保

を施します。その際，建設重機の稼動

により，相当程度の振動，衝撃がある

でしょう。時には，土留材の打ち込み

で，他の地下埋設物を直接傷つけるこ

ともあるでしょう。大規模な掘削です

から，細心の注意を払ったとしても，

事故を完全に回避することは難しい

かもしれません。さらに，埋め戻し後

の土留材の撤去に際，どうしてもその

部分が空洞となり，周辺地山の変動，

変位も避けられません。一方，非開

削・推進工事では，地上からの掘削は

立坑部の小範囲のみ，細心の施工がで

きます。また，掘進部は，管路を敷設

する地中範囲のみ，ほぼ水平に掘削す

るだけですから，他の地下埋設物に触

れる心配はほとんどありません。

　安全の第二は，工事に携わる作業

員の安全です。かつて，“土木作業は

3K”と言われていました。うち一つ

のKは“危険”でした。危険な仕事

は，本人だけでなく，家族にとっても

心配なことです。建設作業現場で最も

多い災害事故は，高所からの転落，墜

落です。これだと高層ビルの新築工事

を想定しますが，深い掘削工事現場も

転落事故の危険を大いに孕んでいま

す。でも，立坑のみの推進工事であれ

ば，広範囲かつ大規模な開削工事に比

べ，危険の程度，範囲はずっと小さい

と言えます。

　安全の第三は，通行人など第三者へ

の安全です。工事区域の周囲は安全確

保のためのバリケードを設け，横を通

る通行人の安全誘導に警備員を配置

しますが，開削工事では守備範囲が広

く，安全確保はシビアとなります。推

進工事の場合には，作業管理上，立坑

周辺部には絶えず人の目があり，その

分より安全と言えます。

　もう一つの“安全”に，地震時対応

が挙げられます。

　最近，釧路沖や新潟・中越，さら

に中越沖地震での被災で，下水道マン

ホールの浮上が多数目に付きました。

当然，これに接続する下水管路も相当

程度損壊したでしょう。この浮上は，

周辺地山の液状化が原因とされます。

砂地盤の場合，平常状態では構造物へ

の浮力は地下水の静水圧ですが，地震

動により瞬時に激しく揺すられると，

砂粒子と水とが混合一体化し，その比

重は静水の1.0に対し1.6程度になる

と言われます。地中構造物に作用する

浮力も1.6倍となり，自重を上回れば

浮上します。

　問題は，地中構造物の周辺地山が

砂質土層か否か，地下水位が高いか否

か，です。通例の開削工事では，埋戻

しに良質の砂質土を用います。これで

は，地震時の液状化の要因を自ら造り

出しているとも言えます。一方，非開

削・推進工事では，本来の地山を掘削

するのは管路を敷設する範囲のみ，周

辺の地山には一切手を付けません。で

すから，液状化の元となる砂質土によ

る埋戻し部はないのです。

　最近の地震災害の現場で，開削部分

と非開削部分における被災状況の差

が明らかとなってきました。地震国日

本が，今後下水道工事を進める上で，

検討すべき大きな課題です。

　下水道工事発注にかかる総合評価

の際，“安全”という視点からも「非

開削のススメ」となります。
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